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研究成果の概要（和文）：本研究は，国内の貴重な自然草原である海浜植生の現状解明に取り組

んだ。自然海岸がよく残る山陰地方でも，海岸砂丘は海岸林の造成や後背地の農地化により著

しく縮小し，本来の海浜生態系が破壊されているようすを明らかにした。海浜砂丘が破壊・縮

小されても，海浜植生は部分的に残りやすいが，その構造は変容し群落が本来持つエコトーン

の機能が失われていることを指摘した。 
 
研究成果の概要（英文）：This study have tried to consider the present conditions of coastal 
vegetation that is rare natural grassland in Japan. In San-in district, natural shoreline 
was well left, the coastal sand-dune reduced due to pine forest planting and farmland 
making. Original coastal vegetation has largely destroyed also in San-in district. It is 
suggested that where a coastal sand-dune destroyed and/or was reduced, coastal vegetation 
may easy to be left partially, but its structure transformed, and the function of eco-tone 
may be lost. 
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１．研究開始当初の背景 
(1) 海岸砂丘地のおかれている現状 
第 3 次生物多様性国家戦略(2007)では，我

が国における生物多様性の危機の原因が 3つ
に切り分けられていた。このうち「第 1 の危
機」開発など人が引き起こす負の要因による
生物多様性への影響と，「第 3 の危機」外来
種による生態系の攪乱，の両要因により危機
的状態にあるのが海岸砂丘地の生態系とい

える。 
前述の国家戦略では，100 年後を見据えた

国土のグランドデザインの中に河川・湿原と
沿岸域が取り上げられており，海岸生態系の
危機と保全の重要性が認識されている。絶滅
のおそれのある野生生物をリストアップし
たレッドデータブック(環境庁 2000)でも，絶
滅のおそれのある植物が，草地や水辺の生態
系に多いことが指摘されている。 
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澤田ら(2007)によれば日本の海岸植物は
64 科 280 種で，このうち 82 種が日本の固有
種，と報告されている。うち 83 種が上述の
レッドデータブックに記載されており，掲載
率は約 3 割と，危機は深刻である。本土部で
は海岸線総延長のうち 41%が人工海岸に改
変されており，全国的には絶滅が危惧されな
くとも東京湾や大阪湾など人工海岸率が高
い場所を中心に海岸植物の地域的な絶滅が
指摘されている (澤田ら 2007)。外来植物の
増加もあり，日本の海浜植生は憂慮すべき状
態である。 
 
(2) 自然海岸が残っている地域における海岸
植生の危機 
埋め立てや宅地開発など，人工改変度の高

い地域での海浜生態系の変容・縮小は明らか
であるが，比較的自然がよく残っているとさ
れる地域(例えば山陰地方)でも，海浜生態系
は危機にある。第二次大戦後，全国的に飛砂
を止めるための海岸林の造成・砂丘後背地の
農地への転換が行われ，海岸砂丘は著しく縮
小した。 
例えば，鳥取県中部の北条砂丘は，幅 10km，

奥行き 1km 以上の規模があり，日本の海岸
植生の典型例として教科書でも紹介されて
いた場所であったが，内陸側から植林がすす
み，現在は海岸から数十メートル幅が砂丘地
として残るだけとなっている。海岸林の後背
地は砂地に適した園芸農業が行われており，
もともとの海浜生態系は大きく変容した。 
海岸林または農耕地として半自然的な利

用が行われているかつての海岸砂丘地は日
本中に数多く，このような場所には部分的に
海浜植物が残っていると想定される。社会状
況の変化にあわせ，改変地の利用形態を調整
して海浜地域の生物多様性・生態系サービス
機能を向上させることは可能と考えられる
が，これまでこのような視点からの研究はな
かった。 
 
２．研究の目的 
申請者は若手研究（Ｂ）(平成 18-20 年度)

「鳥取砂丘の海浜植生保全と景観保全の両
立」において，鳥取砂丘の核心部における過
去 40 年間の植生変遷と景観管理の歴史を整
理・解明した。本研究は上述の研究を基礎に，
人間による利用を続けながら海浜植生の生
物多様性および生態系サービスを改善する
方法を案出することを目指す。 
 
(1) 海岸砂丘地の土地利用の歴史的変遷 
既存研究の手法を活用し，植林がすすむ以

前の広義の鳥取砂丘周辺など，近隣で土地改
変のすすんだ砂丘地を対象に砂丘地改変の
履歴を整理・解明する。 
 

(2) 人間による利用・改変が行われている場
所における海浜植生の現状の解明 
海岸砂丘地の改変の履歴と現在の土地利

用を基に，半自然状態にある場所を抽出し，
そこでの海浜生態系の現状を調査する。土地
利用の違いと現在の海浜生態系の関係につ
いて群落生態学的手法，個体群生態学的手法
を用いて解析を行う。 
 
(3) 異なる土地利用・改変が行われた場所に
おける海浜植生のモデル化 
上記 2 つの成果をもとに，異なる土地利

用・改変が行われた場所における海浜植生の
モデル化を行う。環境要因との解析をおこな
い，土地の改変と植生変化の関係を明らかに
する。 
 
(4) 海岸植生がもつ生態系サービスの類型化 

海浜植生のモデル化や海岸植生の利用に
関してさまざまな議論をおこない，海岸植生
が持つ生態系サービスの類型化とその回復
に向けた提言のとりまとめにつとめる。 
 
上記をもとに，海岸砂丘地について生物多様
性や生態系サービスの面から改善を見込め
る利用形態を案出し，地域社会に提言するこ
とを目指した。 
 
３．研究の方法 
 
(1) 全体の概要 

本研究の目的を達成するために，海岸林や
農耕地など半自然状態で利用されている海
岸砂丘を調査地とした。当初は，山陰海岸(京
都府〜島根県)に点在する海岸砂丘をフィー
ルドとすることを目指し巡検を行ったが，結
果的には，研究の効率をあげるため，調査を
進めやすい鳥取砂丘周辺に調査地をしぼっ
た。 
過去の土地利用変遷および海浜生態系の

現状について調査し，さらに当地で過去に蓄
積された植生データを活用し，土地改変度と
あわせて海浜植生の立地依存性，環境耐性に
ついて検討した。異なる植生帯に属する他の
代表的な海岸砂丘についても情報を収集し，
海岸砂丘地の普遍的な特徴を解析すること
を構想した。 
 
(2) 調査手法 
①海岸砂丘地の土地利用の歴史的変遷 
国土地理院発行の旧版地形図や過去に撮

影された空中写真，その他報告資料などを基
に，GIS(地理情報システム)を利用して，過
去からの土地利用変化を図化した。 作成し
た図をもとに，その変遷過程と要因を考察し
た。 
 



 

 

②人間による利用・改変が行われている場所
における海浜植生の現状の解明 
解析対象とした砂丘において現行の砂丘

地と，改変された植林地での植生調査を行っ
た。調査には，GPS(全地球測位システム)を
用いたモバイル GISシステムを用いて，精度
の高い空間調査を目指した。 
得られたデータについて群落生態学的手

法，個体群生態学的手法により解析をすすめ
た。特に，外来植物の定着状況について注目
した。 
 
③異なる土地利用・改変が行われた場所にお
ける海浜植生のモデル化・海岸植生がもつ生
態系サービスの類型化 
上記の成果をもとに異なる土地利用・改変

が行われた場所における海浜植生のモデル
化について検討した。文献情報，聞き取り調
査，他研究者・他地域事例との連携により，
海浜生態系が持つ生態系サービスについて
考察した。以上をもとに，海岸砂丘地につい
て生物多様性や生態系サービスの面から改
善を見込める利用形態の変更について自治
体や住民組織に提示できるような成果を目
指した。 
 

４．研究成果 
(1) 海岸砂丘地の土地利用の歴史的変遷 
鳥取砂丘は現在、国の天然記念物に指定さ

れ、山陰海岸国立公園の特別保護地区として
保護されて多くの観光客を受け入れている。
しかし、戦後の一時期には砂丘に全面的に植
林する計画があり、今日の状態に至るには紆
余曲折があった。地形図と空中写真からの読
図と鳥取砂丘で過去に行われてきた研究報
告で作成された植生図と新たな調査をもと
に、第二次大戦後の鳥取砂丘の植生変化につ
いて論じた。 
現在残る鳥取砂丘の面積は、100 年ほど前

に存在した砂丘面積の 12%程度でしかなか
った（図 1）。植生図の変遷解析からは，鳥取
砂丘の植生は第二次大戦後から現在まで、コ
ウボウムギとケカモノハシが最優占してお
り、その基本構造は維持されてきたといえる。 
 

 
図 1 100年前の鳥取砂丘（斜線部）と現在の天然記念物

指定範囲（黒塗部） 

 

しかし砂丘内には内陸性の植物が増え、植物
群落には，毎年の除草が欠かせなくなるなど
の変化が生じた。 
このような植生の変化は，観光のための砂

丘の保護やその後の積極的な管理という社
会構造の変化と関係して起こってきた。鳥取
砂丘の植物と地域社会の動き、両者は強く結
びついていることを認識し、これからの鳥取
砂丘のあり方を考えていく必要があると結
論づけられた。 
 
(2) 人間による利用・改変が行われている場
所における海浜植生の現状の解明 
鳥取砂丘はもともと東西 16km，南北 2km

の広さを有し，福部砂丘，浜坂砂丘，湖山砂
丘，末恒砂丘の四つに区分されていた。第二
次世界大戦後に大規模な植林活動が進めら
れたなかで，浜坂砂丘東部，多鯰ヶ池北方で
は砂丘地が残され，国の天然記念物に指定さ
れて多くの観光客が訪れている（以下，この
部分を天然記念物砂丘と呼ぶ）。 

天然記念物砂丘では現在，「草原化」を防
ぐため継続的に除草作業が行われている。こ
の西側につながる鳥取大学乾燥地研究セン
ター内にも砂丘地（以下，乾地研砂丘）があ
り，ここは周辺の植林後，現在まで管理がさ
れていない。海岸そばまで植林された福部砂
丘を含め，海岸から内陸に向かって海浜植生
の群落構造がどのように変化するかを，過去
の植林との関係から解析した。 
調査は鳥取砂丘の天然記念物砂丘（砂丘幅，

約 1km），乾地研砂丘（同，約 200m），福部
砂丘（同，約 30m）の 3 ヶ所で行った。各調
査地にそれぞれ海岸線から内陸に向けた 3本
の調査側線を設定し，海岸から 10ｍごとに方
形区を連続して設置し地形調査と植生調査
を行った。乾地研砂丘と福部砂丘では植林地
内まで調査測線を延長した。 

3 調査地の砂丘幅は大きく違っていたが，
砂丘地に出現する海浜植物は，幅の違いにか
かわらず 3調査地ともほぼ同じ種構成であっ
た。ただし，天然記念物砂丘ではケカモノハ
シやコウボウムギが，乾地研砂丘ではネコノ
シタ，ハマゴウ，カワラヨモギが多く見られ，
優占種は異なっていた。乾地研砂丘では，コ
ウボウムギやネコノシタから，カワラヨモギ
やケカモノハシ，ハマゴウやコウボウシバへ
と群落が変化する海浜植生のゾーネーショ
ン（成帯構造）が見られたが，天然記念物砂
丘と福部砂丘ではその傾向は弱かった（図 2）。 

研究当初の仮説に反して，海岸林内では，
海浜群落はコウボウシバなどがわずかに残
っているだけだった。海岸から 100m 以内の
場所でも，林内にはオニウシノケグサなどの
外来植物が多く，植林から 60 年を経た海岸
林には，海浜とは切り離されたマント状の群
落が安定して形成されていた。海浜植生の構



 

 

成種は広域分布種が多く，砂丘地は狭くても，
ある程度の種組成は維持されるが，健全な海
浜植生の維持には，ある程度の砂丘幅の確保
と人の関与の縮小が必要と考えられた。 
 

図 2 海浜幅の異なる鳥取砂丘内の 3 砂丘における海浜

植生構造（A.天然記念物砂丘，B.乾地研砂丘，C. 福部

砂丘） 
 
(3) 異なる土地利用・改変が行われた場所に
おける海浜植生のモデル化 
本研究では，海岸近くまで植林が行われて

砂浜が一部残るのみの海浜でも，ある程度海
浜植生が維持されることが明らかとなった。
これは，海浜植物には海流によって散布され
る種も多いことが関係していると考えられ
る。ただし種によって出現の安定性は異なり，
ハマボウフウなど消失しやすい種も存在す
る。一方で，植林された砂防林内には海岸か
らの距離によらず，海浜植物はほとんど見ら
れず，保全を念頭に置いたモデル化は困難で
あった。 
周辺にクロマツなどの砂防林が育成され

た砂丘では，徐々に砂丘地内に樹木の定着が
進んでいる場所が多い。このような場所を調
査した結果，海浜植物群落の残り方は，樹木
の定着度に左右されていることが示唆され
た。環境要因の寄与率については本研究では
明確な分析ができず，次の課題での解析を目
指す。 
天然記念物鳥取砂丘での調査により，砂丘

地が残された場所でも，人為による植生への
介入は，海浜植生の構造に影響を与えている
ことが示唆された。海浜植生の多様性を維持
するために必要な管理について，今後検討を
続けていく必要がある。 
 
(4) 海岸植生がもつ生態系サービスの類型化 

2011年3月11日に東日本を襲った地震は，
観測史上最大の津波を引き起こし，東日本太
平洋沿岸域に未曾有の被害をもたらした。こ
れらの地域では，大規模な防潮堤や海岸林を
整備していたが，今回の津波災害を防ぐこと
はできなかった。被災地域の復興には，海岸
砂丘の生態系サービスを活かした沿岸域の
グランドデザインに基づく新たな土地利用
計画が必要である。 
海岸砂丘は，生物多様性を支える基盤サー

ビス、自然堤防等の調整サービス、水や食料
の供給サービス、海水浴等の文化サービスを
もつ。海岸砂丘の有する生態系サービスやレ
ジリアンスの活用は、沿岸域の復興を考える
上で重要な鍵となる。しかし、その機能を十
分発揮する為には、海岸砂丘の後背地に十分
な緩衝帯の確保が不可欠である。このため，
海岸からのセットバックによるグランドデ
ザインが必要であることを議論した。 

そのためには沿岸域を内陸と海域両方の
影響が及ぶ地域と定義し、一帯を「海岸植生」
を境に両側に広がるエコトーンととらえる
（図 3）ことが重要である。従来の土地利用
をセットバックさせた「減災のための土地利
用」が必要との提案を学会発表などの機会に
行った。 

 

 
図 3 環境傾度に応じた本来の海浜環境 

 

本研究課題を深める中で，東日本大震災に
よる津波災害の影響を取り込んだ検討が不
可欠との思いに至り，この点を次の研究課題
として取り組むこととした。 
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